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研究成果の概要 

昨年度に引き続き、以下の３つのプロジェクトを実施した。 

[１]基盤技術開発プロジェクト： 

1）組換え酵素を用いることなく、CHO細胞中でマウス人工染色体上に Mb単位のヒト染色体領域を

クローニングすることが可能となった。 

2）マウス ES細胞中において、蛍光遺伝子とフローサイトメーターを活用した Traffic lightシス

テムを開発し、効率良く複数遺伝子を搭載するシステムを開発した。 

3）CHO細胞中において保持される人工染色体を蛍光標識してミクロセルを選別し、これを卵子にイ

ンジェクションすることで、染色体導入マウスを作製することが可能となった。 

4) 染色体受容細胞(HeLa)において、Rab4,5を強制発現する、あるいは cGAS-STING阻害剤

RU.521を処理することにより染色体導入効率が上昇するとことを実証した。 

 

[２]ゲノム動作原理解明プロジェクト： 

1）ヒト 21番染色体導入ラットにおける、記憶学習能力低下のメカニズムを明らかにする

ために、ヒト 21番染色体導入ラットの海馬を組織化学的に解析したところ、海馬歯状回

において、成体新生ニューロンの成熟遅滞などが観察された。 

2）マウス Y染色体「最小化合成」について、Eif2s3yを含むベクターを搭載した MACをマ

ウス ES細胞に導入した。さらに、Eif2s3y-MACに精子成熟に寄与する Zfy2を搭載した。 

 

[３]産業・医療応用プロジェクト： 

1) ミニ化ヒト IgHD合成配列（約 8kb）が挿入された改変 hIg-MACを保持するキメラマウスにおける

B細胞解析により、IgHD領域の 80%以上を占める非コード配列が、多様な IgD断片の利用におい

て必須でないことを示した。 

 

2) SIMシステムを活用して BAC レベルで HLA クラス I領域を搭載した MACを CHO細胞中にて構

築し、マウス ES細胞に移入した。さらに子孫伝達マウスを作製し、発現解析を行ったところ、HLA-

A, B,Cいずれも発現が観察された。 
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